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第183号　2019 年 9 月 25 日

兵庫県保険医協会北摂・丹波支部
〒650-0024　神戸市中央区海岸通 1-2-31
             神戸フコク生命海岸通ビル 5階
     TEL078-393-1801　FAX 078-393-1802

北摂・丹波支部ニュース
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兵庫県保険医協会　北摂・丹波支部　2019 年度活動方針

１、会員のニーズに応じたテーマでの研究会・会員懇談会を開催する。
２、職員接遇研修会を開催する。
３、医療安全管理対策研究会を開催する。
４、市民公開企画を行う。
５、家族・職員も一緒に楽しめる文化企画やレクリエーションを企画する。
６、地域での医療・介護改善の活動に協力して取り組む。
７、幹事会を毎月開催し、医療情勢や支部行事等について論議を深める。
８、医科・歯科ともに未入会医療機関に対して支部企画への案内等働きかけを強めるとと
もに、勤務医対策もすすめる。
９、ニュースを定期発行し内容の充実に努める。

兵庫県保険医協会北摂・丹波支部役員（敬称略）2019 年～ 20 年度

【支  部  長】　森下　順彦 ( 三田市 )
【副支部長】　武中　睦美 ( 三田市 )　安部　治郎 ( 三田市 )　	中西　透 ( 三田市・歯科 )
【支部幹事】　武本　淑子 ( 三田市 )　廣瀬　智 ( 三田市 )　木村　忠史 ( 三田市 )
　　　　　　福島　久徳 ( 三田市 )　佐埜　勇（三田市）　大槻　栄人 ( 三田市・歯科 )　
　　　　　　岡本　晴夫 ( 三田市・歯科 )　小寺　修 ( 三田市・歯科 )　
　　　　　　福田　 隆光 ( 三田市・歯科 )　杉本　健郎 ( 丹波篠山市 )　
　　　　　　多幡　秀隆 ( 丹波篠山市・歯科 )
　　　　　　増田　耕一 ( 丹波篠山市・歯科 )　水野　良司 ( 丹波市・歯科 )

【支部顧問】　高見　啓二 ( 丹波市 )
兵庫県保険医協会役員（敬称略）2019 ～ 20 年度

【理　　　事】	 森下　順彦　　中西　　透
【評　議　員】	 安部　治郎　　武本　淑子
　　　　　　   大槻　榮人　　小寺　　修　　福田　隆光　　水野　良司

【予備評議員】   福島　久徳	
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こども医療費助成と福祉医療パンフレット（無料）をご活用ください

　県下全 41 市町の福祉医療助成制度についてまと

めた「こども医療費助成と福祉医療パンフレット」

が完成しました。

　福祉医療制度は、地方自治体が住民の健康保持・

増進のため、子どもや母子家庭、重度障害者、高

齢者など社会的、経済的に弱い立場にある患者の

医療費窓口負担を独自に軽減する助成制度です。

「こども医療費助成」では、中学３年生を超えて高

校３年生まで助成する市町は１市２町（宍粟市、

市川町、福崎町）が増えて 10 市町に拡大しました。

パンフレットは無料でお届けします。待合室に、

スタッフへの教育に、ぜひご活用ください。

パンフレットのご注文・お問い合わせは、

℡ 078-393-1807 政策運動広報委員会まで

　保険でより良い歯科治療を実現するために、協

会は「保険でより良い歯科医療を求める請願署

名」に取り組んでいます。患者窓口負担割合の引

き下げや歯科医療費総枠の拡大を求めるもので、

１万５千筆が目標です。

　請願項目は、「お金の心配をせず、歯科治療が受

けられるよう、窓口負担割合を引き下げてくださ

い」「保険のきく歯科治療を増やしてください」「歯

科医療の充実に必要な費用は国の責任で確保して

ください」の３点。

　医科・歯科一体となって医療制度の改善と診療

報酬プラス改定を勝ち取るため、署名にぜひご協

力をお願いします。

「保険でより良い歯科」署名にご協力を

歯科署名のご注文・お問い合わせは、℡ 078-393-1809 歯科部会まで
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